
［成果情報名］ ナシの花粉輸入停止に対応した人工交配用花粉の確保技術の開発

［要 約］ ２月に剪定した‘幸水’の枝を無加温温室内で水挿しすることで、開花の

早い‘豊水’に対する人工授粉用の花粉を確保できる。また、露地で‘幸

水’に対し、２月中旬までに植物調整剤(CX-10）を散布することで開花が

早まり、‘豊水’との自然受粉が可能となる。
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［背景・ねらい］

自家不和合性のナシでは、輸入花粉を用いた人工交配が広く行われていた。しかし、花

粉の主要な輸入先である中国でナシ火傷病が発生したことで、2023 年から花粉の輸入が停

止しされ、生産者は花粉を自前で調達しなければならなくなった。

本研究では、開花期が早い‘豊水’の交配を安定にさせるため、‘幸水’剪定枝の加温

による花粉の早期確保技術と‘幸水’への植物調整剤(CX-10)散布による開花促進効果の検

証を行った。

［成果の内容・特徴］

１ ‘幸水’の剪定枝を１月または２月に採取し、無加温温室内で水挿しすることで、発

芽率 50%を超える花粉を‘豊水’の開花前に採取することができる（表１）。

２ 植物調整剤（CX-10）を 12 月下旬、１月下旬および２月中旬に散布することで‘幸水’

の開花を早めることができる（図１）。

３ 植物調整剤(CX-10）の散布による果実品質への影響はみられない（データ略）。

［成果の活用面・留意点］

１ 水挿しの水は週１～２回取り替える。また、枝の水挿し部分に細菌によるバイオフィ

ルムが発生した場合はタワシ等で定期的にこすり取る。

２ 採花はバルーン状になった段階で行うことで、発芽率が高い良質な花粉を採取するこ

とができる。

３ 植物調整剤(CX-10)の散布により、‘幸水’と‘豊水’の開花期間が重なることで、ハ

チ等による自然交配が促進される。また、‘豊水’の開花初期と‘幸水’の開花後期

は自然交配が困難であるため、‘幸水’の剪定枝および‘豊水’の蕾からそれぞれの

花粉を採取し、人工交配を行うことで相互結実が可能となる。



粗花粉量 純花粉量
(%) (個) (g) (g) ％

1/16 3/31 29.5 201 1.11 0.01 59.1 
1/28 3/31 41.4 185 0.26 0.01 61.2 
2/14 3/31 86.5 96 1.97 0.04 50.0 
2/27 3/31 87.7 233 1.06 0.03 53.7 
3/13 4/8 52.3 105 0.40 0.01 65.5 
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［具体的データ］

表１ ‘幸水’の剪定枝の採取時期が開花および花粉品質に及ぼす影響

図１ 植物調整剤(CX-10）の散布時期が‘幸水’の開花に及ぼす影響
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